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2.0% 程度であったのに対し、剣道では 0.4% 程度
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のアンケー ト制貨をお施する こととな りましたω
アンケ}トは、!li1'，にて集計させていただきますのでプライパシーを特定す
るような羽円はございません.なお、いただいた凶答はアンケー|以外には





J担 当中 鉢中品 、5瀬荻fI ¥・小 昨年
指iI'/教口専修大学経 i同学制l准教授官f藤実
fキ 所判1奈川臥川崎市多摩区東 三田2 -1 -1 
専修大学や|企体行研究所
flJ ~ii : 04 ・911-1 032
9 これまで経験 L た外俗で、最も症状が重かった例を以下に担書きくださ
い。 例 ひぴ捌れが化l出し (1目んで)、 ~珂γができなくなった。
10 外傷を起こす箇所を次ページの足義国に書き込んでください.
(複数回答 可)
1 足の裏(足庇)の外 (1¥の予防のため何か 行っていますか?
行ってし、る 行つ Cいない
12 問 1 で回答した予防はどのようなものですか ? (複数回答可)











1 あなたの性別を教えてください(いずれかに O 入 国性 k性
2 あなたの悼齢を教えてくださ b、. 一一一一一f品
3 あなたが主に行っている競技を教えてください(いずれかに 0) .
①高IJ i.ii @柔道 @型 手道 ④弓道 @合気道 @サッカー ⑦肝時
@パスケットポール @その 他
4 今の練習状況はrうですか? (いずれかに 0)
①ほぽ持日 li 且6-7 日) ②迦 4-5 1イ @週 2-3 ~ @週 l 日
⑤月に数|閃 @ ほ と ん ど し て い な い
白羽tE のあなたの競技力はどのレベルですか ? (いず れかに0)
①|盟問u，: 会レベル ②全日本大会レベル @同民体育大会レベル
@地域大会レベル ⑤レク自 工~'/~l ンレベル
6 足の裏(足庇)の外傷で練習や試合に m響が山たものはありますか?
(複数回答可)
①タコ ②いぽ @爪が割れる @マメ
@皮闘のヒピ押 lれ @ない ⑦その他(
7. 6 で回答した外協は、いつの年代で発生しましたかワ(概数回答可)
① 1 0版未il~J ② 1 0 代前半 @ 10 代後半 @20 代前半
@ 2 0 代世 '1. @ ユ o 代~1J . t ⑦ 80 代桂‘l' @40 代前半











1 角質的和lれ w くなった皮膚がひび訓れる)
2 庄帽の裂け {皮崎が .Jli JJ にぬけて裂ける)
3 マメ {よくマメができる思所)



















































































素材の固定板状に 30mm x 40mm に裁断したサ
ンプルテープを貼付し、サンプルの角面を C 型ク
ランプで挟み、デジタル手秤(シンワ社製)にて貼
付 1分後に牽引した(図 5) 0 牽引は各素材 5 回行
い、最高値と最低値を除いた 3 回の平均値を算出
した。その結果、それぞれの牽引値はキネシオロ
ジー素材が O.50kg /cm 、 2 方向性キネシオロジー



































素材・が 0.5 1O kg /cm 、パワーネットが 0.50kg /cm 、
ウレタン不織布が 0.462kg /cm 、強撚布が 0.48kg l
cm であった。また、市販伸縮テープは 0.2 05kg l
cm であった。制作したサンプルではパワーネッ
トが最も高い粘着性を示し、ウレタン不織布が低




強撚布テープを直径 30m の円型に裁断し、 3
名の被験者の足底に 3 枚ずつ貼付した。 3 名の被
験者は綿製靴下を履いた状態で安静とし、貼付直
後 (0 分)、貼付 120 分後、 180 分後、 60 分後に C
- 24 
型クランプで挟み、デジタル手秤にて牽引した。
その結果、牽引値の平均は貼付直後が l. 4kg l
cm 、貼付 120 分後が 1. 714kg /cm 、貼付 180 分後
が 2.60kg /cm 、貼付 6ω 分後が 3.570kg /cm であっ
た (R^2 =0 .965 、y =0.O 12x + 0.4746) 0 このこと
から、制作したテープの溶剤糊の特徴として、貼
付後から徐々に粘着強度が増加し、 10 時間後で貼





し、被験者の足底(母祉丘付近)に直接貼付 し、 1 
粘着力(kg/cm)
剣道における足底部裂傷予防のための保護テープの開発
1. 30 - …………一……ー…一一一一一一一 一…~
，e ，e備
が ~






y = 0.12x + 0.476
R2 = 0.96581
O 











周期 6∞mm / 秒にて摺り足歩行を行なった。テー
ピングが剥がれた時の摺り足回数をカウントし比
較を行なった。最大回数は20 回とした。
その結果、被験者 A 、B においてはほぼ同様の
成績が得られたが、被検者C においては全てのテー
プが 60 回未満で脱落した(図 8) 。この結果には、
足底の汗腺からの発汗が影響している可能性が考
えられる。足底の発汗には個人差があることが知









































て、武道学研究第 21 巻 1 号 31~39 頁、 1998 年
期は約6時間前後と推定されている。また、比較
的高濃度の長期暴露により、頭痛、疲労、脱力感
等の神経症状へ影響を与えることがあり、心臓に
影響を与え不整脈を起こすことがある。
本研究は、平成20年度専修大学研究助成・個別研
究「素足競技における足関節傷害に対するテーピング
の有効性に関する研究」の研究成果の一部である。
謝辞本研究にあたり、専修大学教養ゼミ
ナー ル「スポー ツコンディショニング」に所属す
る学生に多大なる協力をいただいた。ここに
感謝の意を表する。
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